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保護者への情報提供を目指した特別支援学校(聴覚障害)

「幼稚部のしおり」の作成

下村明美'・川合紀宗"・谷本忠明***.林田真志向

本研究では，全国の特別支援学校(聴覚障害)から提供された.保護者向けの教育相談や幼稚部教育に関

する資料を参考に，新たな「幼稚部のしおりJの作成をめざした。資料の提供があった42校中34校 (81.0%)

で，きこえに関する相談支援センターのパンフレットを作成していた。乳幼児教育相談に関する保護者向け

のパンフレットは14校 (33.3%).幼稚部教育相談については2校 (4.8%)で作成されていたが，全体とし

ては学校の取り組みについてのパンフレットは広く作成されていないことがうかがえた。得られた資料を元

にしてしおりの素案を作成し.A特別支援学校の教職員からの窓見聴取の後.幼稚部の保護者に対して改訂

案を示して意見を求めた。その結果，内容についておおむね好意的な意見が得られ.自由記述からも.資料

が幅広く情報提供できる可能性と.具体的な教育内容などの情報提供が求められていることが示唆された。

今後の課題として. しおりの作成や改訂には.学校の現状や幼稚部に入学する幼児の状況によって改訂を重

ねていく部分にある程度恒常的に内容を示す部分とに分けた検討が求められることが示された。
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1.問題の所在と目的

平成19(2007)年度より，それまでの特殊教育は.1障
害のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じ

て適切な指導及び必要な支援を行うJ特別支援教育へ

と転換した。それまでも，盲・聾・養護学校には「地

域における特殊教育に関する相談のセンターJ(文部

省. 1999) としての役割が求められていたが.特別支

援教育ではそれを一層進める形でのセンター的機能が

特別支援学校に求められることとなった(文部科学省.

2007)。

広島県では，特別支援教育の本格実施に先立ち，平

成16(2004)年度より盲・聾・養護学校(当時)に教

育相談センターの設置や専任の教育相談主任の配置を

行い，教育相談活動を始めとして，地域の小・中学校

等への支援を行っている。

聴覚障害教育においては，聴覚障害児に対して言語

習得を目指した適切な教育的手だてをできるだけ早期

に開始する必要があることが.早くから認識されてい

た。健聴児の場合には.生後数年間で聴覚を通じた言
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語習得がなされ，それを元に小学校段階からは書きこ

とばを用いた教科学習も開始されている。また，言語

を用いて対人的な関係の形成や社会的経験の積み重ね

も幼児期から行われている。

こうしたことから，聴覚に障害のある子どもに対し

ては. 1早期教育」への取り組みが早くから行われ，

すでに昭和元(1926)年ごろから聾学校では初等部予

科が早期教育にあたっていたとされる(中野.

1991)。しかし幼児期の教育が本格化していくのは

戦後であり，学校教育法の施行に伴い.全国的に聾学

校に幼稚部が設置されるようになった。当初は.就学

年齢である 3歳に満たない乳幼児については学校教育

の対象ではないため，長年にわたり多くの聾学校では

現場の教員がボランティア的に相談と指導にあたって

いた。乳幼児が聾学校の対象として事実上位置づけら

れるのは，前述した「特殊教育に関する相談のセン

ター」としての位置づけがなされてからである。しか

し実際には，聾学校では歴史的にもかなり早い時期

から.教育の対象となっていなかった.地域の聴覚障

害乳幼児やその保護者に対して，今でいうところの「地

域支援Jを行ってきたといえよう。

聴覚障害児の早期教育は，教育の持つ専門性の向上

と同時に，医療技術や電子工学の進歩あるいは障害者

観といった変化の波に常に洗われており(佐藤，
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2008) .特に近年は，新生児段階で聴覚障害を発見す

る電気生理学的手法による検査 (OEA・ABR'AABR) 

が開発された結果，従来よりも早期に聴覚障害を発見

し適切な医療・教育を開始することが可能となって

いる。とりわけ，人工内耳の早期適応の開始(日本耳

鼻咽喉科学会. 2006)は，近年の大きな変化の 1つと

いえる。

こうした動向を含め.近年は聴覚障害のある乳幼児

に早期からの教育を始めるにあたって，対象となる子

どもへの支援と併せて，家族支援が重要な活動として

欠かせないものとなっている(全国早期支援研究協議

会.2005)。特に聴覚障害があるという診断が下され

た際に保護者が受けるショックに対してだけでなく，

その後の子どもとの適切な関係づくりを支援していく

ことが重要となる。多くの場合，聞こえない事への理

解とそれに対する対処は，聴覚障害の専門家からの支

援がなければ困難な場合が多い。その開始が遅れれば.

それだけ保護者の子どもに対する適切な関わりの機会

も少なくなり，子どもの適切な言語習得の環境づくり

にも影響ーしてくるといえる。実際，全日本聾教育研究

大会における過去10年間の早期教育に関する研究発表

の約半数が両親の援助に関わるものである(佐藤ら.

1994)ことからみても，早期教育における保護者支援

が重要であることがうかがえる。

斎藤 (2001)も.r障害をもっ子どもの教育に関し

ては，両親と教師とのきめの細かい共働関係が必要で

ある」としその意味で「両親支援は教師の仕事の一

部となるJと述べている。さらに斎藤は，聴覚障害教

育においてどの時期に両親支援が必要となるかに関し

て.①障害の発見から教育の場までの「入り口」での

支援.②小学校への「就学」時の支援.③社会への「出

口」における支援，の3つの時期における支援を挙げ

ているが，教育相談で指導を受ける子どもの多くが，

そのまま幼稚部に入学するという経緯をたどることを

考慮すると，早期教育段階における保護者支援は乳児

期から始まり，幼稚部での教育に引き継がれるまでを

視野に入れた長期的視点に立ったものでなければなら

ないといえる。

「今後の特別支援教育の在り方について(最終報告)J

(文部科学省.2003)においても.r家庭において，教

育はもちろん生活全般で障害のある子どもに幅広く関

わる保護者は，重要な支援者の 1人である。保護者が

家庭等において子どもと接し.教育や療育との関わり

の中で適切な役割を担うことは重要なことであり，そ

のためには障害や子どもの成長や発達についての知識

を高めていくことが必要になる(以下省略)Jと述べら

れている。これは，保護者が障害のある子どもの最も

身近な支援者であるということを示しており.また同

時に.保護者が子どもの適切な支援者となるために.保

護者を支援していく専門家の位置づけや.支援が提供

される体制づくりも必要となることを意味している。

上に述べたように，特別支援学校(聴覚障害)(以下:

ろう学校と表記する)の早期教育段階では，就学前か

ら学校に関わっている幼児の多くがそのまま幼稚部へ

入学している。就学年齢は3歳であるが，事実上，そ

れ以前からいわば5年間を通じた教育活動が展開され

ている。このような現状を踏まえて保護者支援を考え

た場合，幼稚部における教育活動についての見通しが

持てるような手だてを講じることも，保護者支援の一

部として求められると考えられる。例えば，幼稚部へ

入学する前から，保護者が幼稚部において. 1年間の

生活がどのように展開されているか，教育課程の流れ

を知り，また幼稚部3年間の子どもの成長のあらまし

ゃ聴覚障害に関する基礎的な知識やその対処について

折に触れて情報が得られるような形を考えることが求

められよう。ろう学校での教育内容や，聴覚障害児を

育てる上での留意事項などの正しい情報を得ること

で，保護者がわが子のこれからの生活への見通しを持

つことにもつながるであろうし，幼稚部の生活の流れ

やカリキュラムと関連させながら家庭での育児を行う

ことにもつながっていくと考えられる。

こうした保護者支援の方法としては様々なものが考

えられようが，ここでは，これまでの筆者らの経験か

ら，保護者がろう学校幼稚部でどのような教育活動が

展開されているかについて理解するための資料を作成

することを目指すこととした。実際，広範囲にわたる幼

稚部での活動や，ろう学校における教育課程とそのね

らいなどを時間の限られた教育相談場面などで行うこ

とは困難な場合が多く，また.幼稚部教育の全体像につ

いて，保護者の視点から捉えることができるようにす

るためには，その概略を述べた共通的な資料が必要で

あると感じることがこれまでも多くあった。乳児段階

では.相談センターなどでの説明や関連資料が比較的

多くあるが，教育が開始される幼稚部については.通常

教育の幼稚園などとの違いを，専門的な視点から伝え

ていく必要がある。特に，小学部からの教科学習の開

始を視野に入れた専門的な活動が行われている点につ

いて，教育相談担当者だけでなく，担当教師が誰でも同

じような視点で説明することができるようにすること

が.保護者支援を行う上でも重要になると考えられる。
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本報告は，現在全国のろう学校において作成されて

いる早期教育段階における保護者向け資料(パンフ

レット)を参考としながら，保護者への幼稚部教育に

関する情報提供のための手だてとしての 1つの資料

(r幼稚部のしおり J)を作成したので.その概要につ

いて述べるものである。

11.方法

1.資料の収集と項目案の選定

(1)対象

全国のろう学校(高等部だけの学校と分教室を除く)

100校のうち，各都道府県ごとに. 2校まではすべて

の学校を. 3校以上設置されている場合には2校を抽

出した74校を対象とした。

(2)調査内容・調査期間

各ろう学校に対し，保護者向けに教育相談や幼稚部

教育に関するパンフレットを作成しているかどうかに

ついて尋ねるとともに，教育相談時または幼稚部入学

時に保護者に配布している資料があればそれを送って

もらうように依頼した。調査は，平成20(2008)年7月

に実施した。

(3)資料に含まれる項目の整理と追加内容の選定

各校から提供を受けた資料をもとに，そこに記載さ

れている事項を整理するとともに.r幼稚部のしおり」

に必要とされる内容について筆者らで検討を行った。

あわせて.聴覚障害教育に関する各種文献から幼稚部

教育に関する事項を取り出し，追加が必要な事項を検

討した。

2. r幼稚部のしおりJ(素案)の作成と教職員からの

意見収集

各種資料の内容を検討・整理した結果を基に.r幼
稚部のしおり J(素案)を作成し.Aろう学校の幼稚

部教職員 (7名)からの意見収集と，それに基づく内容

の再検討を行った。実施時期は平成21(2∞9)年1月

であった。

3.保護者へのアンケー卜実施

2. における検討を元に改訂したしおりを.Aろう

学校幼稚部の保護者に配布し， しおりの内容について

の意見を調査した。対象となった保護者は11名で，平

成21年3月に実施した。

調査は.r幼稚部のしおりJに紹介されている各項

目・内容について「とても役にたっJ.rやや役に立つJ.

「どちらともいえないJ.rあまり役にたたないJ.r役
にたたない」のいずれかでの回答を求めた。また，自

由記述での意見もあわせて求めた。

m.結果

1.全国のろう学校における保護者支援パンフレット

の作成状況

今回の調査対象校のうち.42校から回答が得られた

(回収率56.8%)。その結果.42校中34校 (8l.0%)が，

きこえに関する相談支援センターのパンフレットを作

成していた。乳幼児教育相談時の保護者向け配布資料

は14校 (33.3%)で作成され.幼稚部入学時の保護者

向け配布資料について作成されていたのは 2校

(4.8%)のみで、あった。

2. r幼稚部のしおりJ(素案)の作成

提供を受けた資料のうち，幼稚部の教育に関するも

のは少なかったが，その他の資料に記述されている内

容の中で，幼稚部教育に関する情報提供として必要な

項目を合めて. 2名の筆者で分類.整理を行った。そ

れを元に.rしおり」の素案となる構成および項目を

決定した。それらは以下の通りである。

(1)はじめに

(2)幼稚部での生活について

1)幼稚部の教育

Aろう学校が目指す教育についての理解を図

るために，学校目標，幼稚部の目標.教育内

容について掲載した。

2)年間行事

1年間の流れを見通せるように，学校及び幼

稚部における 1年間の行事を一覧表にして掲

載した。

3)週時間割

1週間の流れが分かるように，基本的な週の

予定に関する表を掲載した。

4)準備するもの

幼稚部での生活において必要なものについ

て，①入学時までに準備するもの，②毎日持っ

てくる物と週末に持ち帰り月曜日に持ってく

る物に項目を分けて掲載した。①と②につい

てはどのようなものがのぞましいか.できる

だけ具体例をあげて説明するようにした。

5)生活上の注意
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幼稚部の生活における基本的なルールについ

て徹底するために，欠席する場合の連絡先と

連絡方法.日々の送迎の時間と登校時に保護

者と共にすること(電池の残量調べなど)の確

認、参観日の設定と参加の仕方.保護者控室

の設置と利用の仕方などについて掲載した。

(3)幼児期の育ちについて

1)おおまかな育ち

幼児期の成長のあらましを知ってもらうため

に.3-5歳児の育ちを①からだ，②こころ，

③ことばの3項目に分けて一覧表にして掲載

した。一般的な幼児の成長を基本に.Aろう

学校幼稚部に在籍する幼児の実態に即するよ

うに内容を考慮して記載した。

2)家庭での生活アドバイス

聴覚障害児のことばを育てる上で家庭での取

り組みは欠かせないことから，家庭での生活

上のアドバイスについて掲載した。内容は①

コミュニケーションをたっぷりしましょう.

②やさしい表情やまなざしで話しかけましょ

う，③いっしょに本を読みましょう，④1日

1回補聴器の点検をしましょう，⑤コツコツ

続けましょう，の5項目に分けて記載した。

(4)聴覚障害児を理解するために

1)きこえのしくみ

耳の構造ときこえのしくみについて，簡略化

された耳の図を掲載し，きこえるということ

はどのようなことかについて，文章で簡単に

触れた。

2)聴覚障害の種類ときこえ方

子どもの聴覚障害の特徴を知ってもらうため

に，聴覚障害の種類(伝音難聴.感音難聴)と，

それぞれのきこえ方の特徴について記載し

た。きこえ方の特徴についてはイメージをつ

かみやすいように図で掲載した。

3)音の強さと高さ

日常耳にする音はどのような高さや大きさな

のか知り，また子どもが開きとれる音を判断

する目安として，音の高さと強さを示した図

表を掲載した。

4)補聴器，人工内耳の仕組みと取り扱い

補聴器や人工内耳などの補聴機器に対する基

本的な知識を持つことを目的に，機器のしく

みについて図と簡単な説明文を掲載した。ま

た，これらの機器は精巧にできていることか

ら，取り扱いに留意する点について具体的に

記載した。

(5)資料

1)幼児手話一覧

2)指文字表

3)おすすめの本&あったら便利グッズ紹介

上記の素案作成にあたっては，幼稚部に就学する前

の段階にある乳幼児を持っている保護者を読者対象と

し.幼稚部における活動内容と. 3年間における子ど

もの変化がわかるような内容を盛り込むこととした。

また.基礎的な事項としての聞こえにくさについて.

できるだけ日常生活場面において理解が図れるよう

に，具体的な形で表すとともに，いわゆる「専門用語」

をなるべく避けて説明をするように心がけた。

素案の体裁については，保護者にとって手に取りや

すく，活用しやすいしおりとするために，次の通りと

した。①楽しく見ることができるように，カラーイ

ラストを適宜用いた。②文章はできるだけ平易で柔ら

かい表現での記載を心がけ，全体としての文字数が多

くならないように配慮した。③文字フォントは読みや

すさを考慮し. 12ポイントを標準とし読みやすいレ

イアウトとなるようにした。

資料は，冊子体とし表紙，挨拶文.目次.本文 (14

ページ).資料(1ページ)で構成した。カラーの片

面印刷とした。

3.教職員からの回答

Aろう学校幼稚部の教職員 7名に素案を提示し.意

見を求めたところ.次のような意見が得られた。

1)幼児手話については，別途手話辞典や DVDなど

を紹介しているので.しおりに盛り込む必要は

ない。

2)指文字表については，別途ポスター版を購入し

てもらうので，しおりに盛り込む必要はない。

3)準備するもののところで，準備してもらう目的や

具体的な使用方法などについて説明があるとよい。

4)生活上の注意について.登校時間(送りの時間)

や下校時間(迎えの時間)が殴味になる傾向が

あるので，明記しておくほうがよい。

上記の意見を元に，素案の内容を一部改訂し保護

者用の「幼稚部のしおり」完成版(資料1;註)とした。

完成版の構成および項目は以下の通りである。なお，

内容についての説明がない項目については，素案から

の変更がないため，特に解説を加えていない。
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3)音の強さと高さ

日常耳にする音はどのような高さや大きさな

のかを知り.また子どもが聞きとれる音を判

断する目安として，音の高さと強さを示した

図表を掲載した。

4)補聴器，人工内耳の仕組みと取り扱い

(5)資料

1)おすすめの本・ピデオ&あったら便利グツ

ズ紹介

幼児手話一覧表や指文字表については別途学校より

配布されるため.rしおりJには掲載しないこととした。

4.保護者からの回答

上記で改訂した「幼稚部のしおり」完成版を.Aろ

う学校幼稚部の保護者に対して，本研究の主旨を説明

した後に配布し，内容についての回答をアンケートに

よって求めた。 11名中 8名より回答が符られた(回収

率72.7%)。
アンケートの結果は.rとても役にたっ」を 4点.rや

や役に立つ」を 3点. rどちらともいえないJを2点，

「あまり役にたたない」を 1点. rまったく役にたたな

い」を O点と換算し，集計した。その結果を Table1 

に示す。

結果は.rしおり」に記載されている各内容・項目

の平均点の範囲は3.63-4.00と概して高く.rあまり役

(1)はじめに

(2)幼稚部での生活について

1)幼稚部の教育

素案では，自立活動の解説が書かれていな

かったが，保護者に分かりやすいよう，自立

活動の解説を加えた。

2)年間行事

3)週時間割

4)準備するもの

①学校に置いていく物，②毎日持ってくる物，

e個別指導のあるときに持ってくる物，の 3

項目に分けて子どもに持たせる必要のある準

備物を掲載した。また.持ち物それぞれの使用

目的や使用方法についての説明も加えた。

5)生活上の注意

登下校の時間を具体的に示し，安全確保のた

めのルールや臨時休校の場合の対処などにつ

いても具体的に掲載した。

(3)幼児期の育ちについて

1)おおまかな育ち

2)お家でのすごし方アドバイス~ことばを育

てるために~

(4)聴覚に障害のあるお子さんを理解するために

1) きこえのしくみ

2)聴覚障害の種類ときこえ方

聴覚障害の種類に混合性難聴を加えた。

「幼稚部のしおり」に関するアンケート集計結果

(単位人〉

ま
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Table 1 

1 幼稚部での教育について

(1)幼稚部の教育

(2)年間行事

(3)時間割

(4)皐備するもの

(5)生活上の注意

2 幼児期の育ちについて

(1)おおまかな育ち

(2)お京での過ごし:方アド川イス

3 聴覚に障害のあるお子さんを理解するために

(1)きこえの1-<み

(2)聴覚障害の種類ときこえ方

(3)昔の強さと高さ

(4)補聴器・人工内耳の仕組みと取り扱い

4 資料

おすすめの本・ピデオ・DVD&ゲツズ紹介 6 2 0 0 0 3.75 

*とても役に立つ…4点，やや役に立つ・ 3点，どちらともいえない・ 2点，あまり役にたたない・ 1点.

全〈役にたたない o点 として平均を求めた.
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にたたないJ.r役にたたない」という回答の項目はみ

られなかった。最も平均点が高かった (4.00)項目は

r(4)聴覚障害児を理解するために」の中の r2)聴覚

障害の種類ときこえ方」であり，最も低かった (3.63)

ものは. r (1)幼稚部での教育について」の中の r4)

準備するもの」と r(3)聴覚に障害のあるお子さんを

理解するために」の中の r4)補聴器・人工内耳の仕

組みと取り扱いJで、あった。

lV.考察

本報告では，ろう学校における早期教育が，就学前

と就学後とが一体となって行われている場合が多いこ

とをふまえ，幼稚部に就学する前の聴覚障害乳幼児を

持つ保護者を対象として.新たに「幼稚部のしおりJ
を作成した経過について述べた。

これまで，特別支援学校におけるセンター的機能の

充実のなかで.乳幼児教育相談については，その活動内

容を広く伝えるためのパンフレットなどの資料が作成

されることは多く見られているが.幼稚部に関してそ

の教育内容を知ってもらうための資料は.Aろう学校

では，体系的なものは作成されていなかった。

幼稚部段階までの教育は.保護者の存在や家庭での

関わり方も重要となってくることから，乳幼児期だけ

でなく.将来の幼稚部段階における教育内容について

情報提供ができるような内容を作成することとした。

作成にあたっては，まず.全国のろう学校から74校

を抽出し，乳幼児教育相談や幼稚部の教育に関する保

護者向けパンフレット資料を作成しているかどうか.

作成している場合には，その実物の提供を依頼した。

その結果，回収率は高くなかったが，回答をいただ

いたろう学校の多くは.きこえに関する相談支援セン

ターのパンフレットを作成していることがわかった。

これと併せて，乳幼児教育相談時の保護者向け配付資

料を作成している学校はそのうちの約3割であった。

他方で，幼稚部に入学する際の保護者向けの配付資

料を作成している学校は約 5%にとどまっていた。実

際には，学校で作成されていても内部資料という扱い

がなされている可能性もあるが，幼稚部の教育の内容

について知るための資料が，ろう学校に関わっていな

い保護者が目にすることは少ないのではないか，とい

う現状がうかがえた。

そこで，今回提供いただいた2校からの資料や，聴

覚障害教育に関連するその他の資料を参考にしなが

ら，新たに幼稚部の教育内容や，聴覚障害や子どもへ

の関わりについての説明を合わせた18ページからなる

「幼稚部のしおり」案を作成した。

まず素案を作成し.Aろう学校幼稚部の教職員7名

から意見を聴取した。その結果.Aろう学校に特化す

べき事項を含めて，具体的に細かく明記してほしいと

いう要望が多く出された。これは，入学説明会や入学

後の生活の中で，口頭で説明した意図や内容が，保護

者に理解されにくく徹底されにくい状況があることを

反映したものではないかと考えられた。また.幼稚部

での生活における基本的な決まりを明文化しておく必

要性があることも指摘された。このことは.rしおり」
があることで，保護者に対する正しい情報提供ができ

るだけにとどまらず.新たにAろう学校に着任した経

験年数の少ない教員に対しでも，他の教員と同じよう

に保護者に説明するうえでそれを手がかりにできると

いう面を持っていることを示している。

上記の.Aろう学校教職員から得られた意見を元に

修正を加え.再度「幼稚部のしおり」案を作成し，幼

稚部の保護者を対象として新たに調査を行った。調査

では，しおりに記述されている内容について，それぞ

れの項目ごとに5件法によって，その情報がどの程度

保護者にとって役に立つと思うかについて尋ねた。

その結果.全体として保護者から見た有益度は平均

点が3.63-4.00とかなり高いことが示され，しおりが

保護者への情報提供の手段として有効であることがう

かがえた。

特に「聴覚障害の種類ときこえ方」の項目は回答者

全貝が「とても役にたっ」と答えており，教師から見れ

ば，保護者はこれまでどこかで得ていたであろうと思

われる項目であっても必要度の高い内容であることが

示された。例えば，きこえの様子についてのイメージ

図については，自由記述による回答で「祖父母にもわか

りやすかったJとあり，就学前の聴覚障害乳幼児をも

っ保護者にも有益な情報となることをうかがわせた。

「準備するものJと「補聴器，人工内耳のしくみと

取り扱い」については，他の項目に比べて有益度が幾

分低い数値となったが，これは，補聴器などの機器に

ついては，現実的には専門の機関(学校や業者)に任

せることが多いという状況があることや.Aろう学校

幼稚部においては，調査の際に人工内耳を装用してい

る幼児が在籍していなかったことが影響しているので

はないかと思われる。

また，自由記述の中には. r入学してからの流れが

わかりやすく書いてあり，安心できるJ.r絵も色もか

わいい」といった感想も見られた。改善点として.r重
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要な文字は赤字にするとよいJ.rグッズ紹介にあるも

のは，購入先などを知らせてほしいJなどの提案もあっ

た。さらに.r靴はマジックテープ付きが年少児には

よいのではないかJ.rハンカチはどのようにして持た

せるのか」などといった，現在の生活の状況に照らし

合わせた具体的な質問や提案なども見られ，幼稚部の

生活についてより詳しい内容の記述が求められている

ことがうかがえた。このように.r幼稚部のしおり」

は全体的に好意的に受け止められており，保護者向け

パンフレットとして，幼稚部の教育や生活をまとめた

資料を作成していくことが，就学前段階の聴覚障害乳

幼児を持つ保護者から求められているのではないかと

考えられた。

その後，本しおりは.平成21(2009)年度のAろう

学校幼稚部に入学した幼児の入学説明会の際に，実際

に説明資料として使用された。それを踏まえて，教職

員から.記載された事柄の中には，幼児の実態によっ

て今後変更される可能性のある部分があり，変更され

る可能性がある部分(幼稚部の生活に関わる部分)と

変更される可能性が低い部分(資料的な内容)とに分

けて作成した方がよいのではないかという意見が出さ

れた。今後も，入学時だけでなく.常時.保護者の手

元に置かれ.折に触れて手にとってもらえるようなし

おりにしていくための改善を図っていくことが求めら

れる。
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か

な
言

葉
を

育
て

る
.

②
元

気
な

か
ら

だ
.

感
動

す
る

J飢
考

え
る

力
を

育
て

る
.

③
 

お
E

い
に

関
わ

り
.

認
め

合
う

力
を

育
て

る
.

④
 

身
の

ま
わ

り
の

こ
と

を
自

分
で

し
ょ

う
と

す
る

慰
度

を
育

て
る

.

9
 

・
1
0

3
 
隠

覚
に

障
害

の
あ

る
お

子
さ

ん
を

理
解

す
る

た
め

に

(
1

)
き

こ
え

の
し

く
み

・
・
・
・
・

11
(
2
)

臆
覚

障
害

の
種

類
と

き
こ

え
方

・
・
・
・
・

1
1

(
3
)

音
の

強
さ

と
高

さ
・
・
・
・
・

1
2

(
4
)

補
聴

器
.

人
工

内
耳

の
仕

組
み

と
取

り
扱

い
・

・
・

・
・

1
2

2
 
幼

児
期

の
育

ち
に

つ
い

て

(
1

)
お

お
ま

か
な

育
ち

(
2
)

お
家

で
の

す
ご

し
方

ア
ド

パ
イ

ス

盆
宣
盛
室

※
 

①
 

健
康

，
人

間
関

係
.

環
境

.
言

葉
.

表
現

.
自

立
活

動
の

各
領

I賓
の
活
動
を
通
し

て
.

子
ど

ち
た

ち
の

力
を

育
て

ま
す

.

②
 

学
絞

に
お

け
る

学
習

活
動

全
般

を
遇

じ
て

.
き

こ
え

に
障

害
の

あ
る

乳
幼

児
の

育

児
に

つ
い

て
.

家
庭

と
連

挺
し

て
い

き
な

が
ら

基
本

的
生

活
態

度
を

育
て

ま
す

.

幼
児

の
実

懸
に

合
せ

て
.

伝
え

合
う

力
を

育
て

ま
す

.

幼
稚

部
全

体
の

集
団

遊
び

ゃ
.

近
隣

保
育

園
と

の
交

流
を

遇
し

て
.

友
だ

ち
と

関

わ
り

あ
う

力
を

育
て

ま
す

.

⑤
 

き
こ

え
に

障
害

の
あ

る
幼

児
の

育
児

に
つ

い
て

，
保

護
者

と
共

に
壱

え
て

い
き

ま

す
.

--
l 

<
0
 

【
資
料
】

・
お

す
す

め
の

本
・

ビ
デ

オ
&

便
利

グ
ッ

ズ
紹

介

③
 

④
 

※
自
立
活
動
と
は
ー
自
立
活
動
は
、
特
別
支
援
学
校
及
び
特
別
支

I1
学
級
に
お
い
て
特
別
に
訟
け
ら
れ
て

い
る
領
慢
で
、
個

Jマ
の
幼
児
児
童
生
徒
が
自
立
を
目
指
し
、
障
害
に
基
づ
く
程
珂
の
因
鑓
を
主
体
的
に

政
警
・
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
習
慣
を
箆
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
.

3
 

2
 



寸 . 主 沼 山 川 ・ コ 一 ゆ お m m ・ 0 M材

(
3
)

週
時

間
割

(
例

)

月
火

水
木

金

早
登
校
・
個
別
指
導

(9
:
∞-
)

9:
30
 

還
登
校
・
シ
ー
ル
姑
り
・
電
池
調
べ

9
・5
0

朝
の
会
・
お
や
つ

朝
の

会

お
や

つ

10
:5
0 

学
年
・
ク
フ
ス
の
活
動

交
流

日
学
年
・

〈
製
作
・
絵
本
読
み
・
運
動
遊
び
な
ど
〉

{
合
同
朝
の
会
・

ク
ラ
ス
の
活
動

11
:3
0 

あ
そ
び
)

合
同

あ
そ

び
合

同
あ

そ
び

12
・2
0

給
食

・
は

み
が

き
・

あ
そ

び

13
:4
5 

帰
り
の
会

学
年
・
ク
フ
ス
の
活
動

学
年
・

〈
音
遊
び
・
お
口
の
体
操
・
リ
ズ
ム
な
ど
〉

ク
ラ
ス
の
活
動

1
4・
15

帰
り
の
会

帰
り
の
会

加 温 ・ 骨 骨 盟 料 P時

-
時
間
割
は
一
例
で
す
.
活
動
内
容
に
よ
っ
て
時
間
帯
や
内
容
が
変
わ
り
ま
す
.

・
週
の
予
定
に
つ
い
て
は
，
遇
案
を
お
配
り
し
ま
す
.

-
個
別
指
導
の
時
聞
は
.
r自

立
活
動
(
※

)J
領
爆
を
主
に
鍛
い
ま
す
.

・
水
曜
日
は
参
観
日
で
す
.

(
行
事
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
ち
あ
り
ま
す
.
)

・
木
曜
日

1<
1
交
流
日
で
す
.
縦
割
り
で
活
動
を
し
ま
す
.

入
学

式
遠

足

4
月

健
康

診
断

1
0
月

歓
迎

お
散

歩

情
報

父
換

会
文

化
祭

5
月

1
1

月

体
育

祭
お

楽
し

み
会

6
月

交
通

安
全

教
室

1
2
月

も
ち

つ
き

0
0
園
.
8
分

校
.
C
特

別
発

表
会

支
j重

学
校
と
の
交
流
会

七
夕

会
た

」
あ

げ
大

会

7
月

水
あ

そ
び

1
月

夏
の
あ
そ
び
(
登
絞
日
〕

E
ま
き

8
月

2
月

フ
ァ

ミ
リ

ー
参

観
日

お
別

れ
遠

足

9
月

3
月

修
了

式

(
2
)

年
間

行
事

g
 

自
主
「
自
立
活
動
」
と
は

特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
に
定
め
ら
れ
て
い
る
領
慢
の
ひ
と
つ
で
す
.
障
害
に

よ
る
困
難
在
故
智
・
克
服
す
る
だ
め
に
必
要
な
知
識
・
妓
能
・
態
度
及
び
習
慣
を
箆
い
.
調
和
的
発
達
の
墓
盤
を

活
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
.
本
校
幼
稚
部
に
お
い
て
は
こ
と
ば
の
指
導
を
は
じ
め
.
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ジ
ョ

ン
に
関
わ
る
内
容
{
隠
党
活
用
や
発
音
発
語
な
ど
〉
を
主
に
取
り
限
っ
て
い
ま
す
.

5
 

※
こ
の
ほ
か
に
.
毎
月
誕
生
日
会
が
あ
り
ま
す
。

4
 



都 淫 凶 刊 榊 同 特 待 ( 摂 減 認 榊 ) 「 持 廿 哨 間 四 世 色 。 「 仕 σ 」 q u 守 詩

(
5
)

生
活
上
の
注
意

*
健
康
観
察
に
つ
い
て

・
朝
.
ご
家
庭
で
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
把
握
の
う
え
.
登
絞
し
て
く
だ
さ
い
。

・
黙
が
な
い
場
合
で
も
.
下
痢
や

O[
i
!
吐
.
食
欲
が
な
い
な
ど
.
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
混
合
は
.

無
理
を
せ
す
.
自
宅
で
静
費
さ
ぜ
て
く
だ
さ
い
.

・
高
い
熱
が
出
た
後
や
.
下
痢
・
瞳
吐
な
ど
の
後
は
.
回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
.
ま
た
，
子

ど
も
の
発
黙
の
特
徴
か
ら
.
一
度
黙
が
下
が
っ
て
も
.
再
び
発
黙
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

一
己
ゆ
っ
く
り
自
宅
で
静
箆
さ
れ
.
順
調
な
回
復
を
確
か
め
て
か
ら
登
校
さ
ぜ
て
く
だ
さ
い
.

*
登
下
綬
に
つ
い
て

・
個
別
指
導

1d:
.Q
:.
.♀

Q
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
.

時
間
の
余
裕
を
見
て
登
校
し
て
く
だ
さ
い
。
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
.

シ
ー
ル
貼
り
や
電
，
也
調
べ
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
.

・
個
別
指
導
が
な
い
隠
は
.
金
ょ
三
旦
登
校
で
す
.
朝
の
会
は
0
:
5
0
分
お
ら
始
ま
り
ま
す
.

シ
ー
ル
貼
り
や
電
池
調
べ
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
よ
う
.
朝
の
様
子
な
ど
.
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
.

・
下
校
時
刻
は
0
:

1
5
 (
木
曜
目
は
0
:
4
5
)
で
す

a
活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
，
時
間
が
多

少
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
.
お
迎
え
を
お
願
い
し
ま
す
.

・
帰
り
の
会
終
了
後
は
.
お
子
さ
ん
の
安
全
確
認
は
.
保
護
者
の
方
で
お
願
い
し
ま
す
.
遅
く
と

ち
三
堕
に
は
下
校
し
て
く
だ
さ
い
.

・
幼
稚
部
の
門
の
鍵
は
.
安
全
の
た
め
.
a
，
I
す
2
宣
車
か
け
て
く
だ
さ
い
.

・
駐
車
湯
の
門
は
.
安
全
の
た
め
，
開
け
た
ら
必
す
閉
め
て
鍵
を
か
け
て
く
だ
さ
い
.

*
学
校
に
置
い
て
お
く
物

・
上
靴
(
週
末
に
持
ち
帰
り
.
洗
濯
し
て
週
明
け
に
持
た
ぜ
て
く
だ
さ
い
。
〉

.
外
遊
び
用
の
靴
(
テ
ラ
ス
の
靴
箱
に
お
い
て
お
き
ま
す
.
)

-
ひ
ち
f甘

き
タ
才
ル
(
汚
れ
た
ら
交
換
す
る
の
で
予
備
が
必
要
で
す
.
)

・
着
替
え
(
下
書
.
上
下
服
な
ど
子
ど
ち
さ
ん
に
応
じ
て
〉

-
赤
白
帽

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
.
ス
ー
パ
ー
の
袋
(
汚
れ
ち
の
.
作
昆
等
持
ち
帰
り
用
)

・
は
み
が
き
セ
ッ
ト
(
歯
ブ
ラ
シ
.
コ
ッ
プ
3

・
給
食
用
マ
ッ
ト
(
水
で
洗
え
る
も
の
〉

-
お
道
具
箱
(
は
さ
み
，
の
り
.
ク
レ
ヨ
ン
.
ね
ん
ど
，
ね
ん
ど
板
.
ね
ん
ど
へ
ら
.
)

 

・
給
食
・
調
理
用
エ
プ
ロ
ン
(
工
プ
ロ
ン
袋
に
入
れ
る
)
.
帽
子
.
マ
ス
ク
.
製
作
用
ス
モ
ッ
ク

.
着
替
え
か
ご
〈
学
校
の
ロ
ッ
カ
ー
に
入
る
大
き
さ
の
も
の
〕

-
補
聴
器
用
予
備
電
池

・
保
護
苔
用
ス
リ
ッ
パ
(
玄
関
の
靴
箱
に
入
れ
て
お
き
ま
す
〉

(
4
)

準
備
す
る
ち
の

*
毎
日
待
っ
て
く
る
物

.
通
学
か
ぱ
ん

(
ハ
ン
カ
チ
，
テ
ィ
ッ
シ
ュ
.
お
茶
.
着
笥
え
.
補
聴
器
ケ
ー
ス
を
入
れ
ま
す
.
)

-
ハ
ン
力
チ
・
長
め
の
ゴ
ム
・
安
全
ピ
ン
〈
ハ
ン
カ
チ
を
と
め
て
.
体
に
斜
め
に
か
け
ま
す
.
)

。。

女
欠
席
に
つ
い
て

・
欠
席
・
遅
刻
の
揚
合
は
.
朝
♀
ム
金
旦
豆
主
に
学
校
に
連
絡
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
.

【
電
話
番
号
】

0
0
0
-
0
0
0
-
0
0
0
0
 

【F
A
X

番
号
】

0
0
0
-
0
0
0
-
0
0
0
0
 

.
 r大
雨
・
暴
風
雨
・
大
雪
」
な
ど
の
讐
報
が
発
令
さ
れ
，
臨
時
休
校
に
な
っ
た
混
合
は
，
学
校

か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
.

7
 

*
個
別
指
導
の
あ
る
時
に
待
っ
て
来
る
物

・
自
由
函
帳
(
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
〕

・
手
提
げ
か
ぱ
ん
(
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
入
る
大
き
め
の
も
の
〉

※
持
巧
物
に
は
.
は
っ
芦

η
と
一
つ
一
つ
名
前
を
讐
い
で
く
だ
さ
い
.

※
名
前
の
ほ
か
に
.
お
子
さ
ん
に
わ
か
る
よ
う
に
旦
ID

を
付
け
て
く
だ
さ
い
.

※
荷
物
は
お
子
さ
ん
が
自
分
で
持
ち
.
自
分
で
ロ
ッ
力
ー
に
片
付
け
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
.

※
幼
稚
部
で
必
要
な
物
以
外
は
.
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

6
 



2
 
幼
児
期
の
育
ち
に
つ
い
て

(
1
)
お
お
ま
か
な
育
ち

こ
こ
で
は
，
幼
稚
部
3
~
5
歳
児
の
3
年
間
の
育
ち
を
.
①
か
ら
だ
②
こ
こ
ろ

③
こ

と
ば

の
面
か
ら
太
ま
か
に
捉
え
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
.

実
際
の
子
ど
ち
た
ち
の
成
長
は
.
非
常
に
個
人
差
が
大
き
い
ち
の
で
す
.
で
す
か
ら
.
r
~
歳
だ

か
ら
，
こ
こ
ま
で
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
J
と
見
る
の
で
は
な
く
.
成
長
の
大
き
な
流
れ
の
参
者

と
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

」 刊 訂 活 加 川 ・ 」 二 、 砂 治 川 別 ・ が M 材 均 ' S ・ 骨 骨 回 3耳 P時

3
歳
児

4
歳
児

5
歳
児

現
児
期
か
ら
i
I
!
l
児
期
へ

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
劃
く

運
動
能
力
面
の
発
進

①
 

母
親

へ
の

依
浮

か
ら

独
身
近
な
環
境
で
怨
す
る
人
や

そ
れ
ま
で
の
遊
び
ゃ
運
動
の
経

力、
り
立
ち
し
ま
す
。
歩
く
.

物
に
，
自
分
か
ら
い
ろ
い
ろ

験
を
基
に
.
い
ろ
い
ろ
な
運
動

だら
走
る
.

~J
Iぶ
な
ど
基
本
的

と
関
わ
ろ
う
と
し
ま
す
.

を
こ
な
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
運

動
が

し
っ

か
り

し

ま
す
.

自
己
意
搬
の
芽
生
え

問
問
へ
の
跨
邸
の
広
が
り

友
だ
ち
関
係
の
深
ま
り

自
分

な
り

に
考

え
て

行
J~
や
身
体
を
動
力
、
し
な
が
ら

友
だ
ち
と
相
践
し
.
協
力
し
な

②
 

動
す
る
時
期
。
興
味
閉
山

具
体
的
に
考
え
た
り
試
レ
た

が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
溜
え
ま

」
が
広
が
り
.
自
分
の
経
験

り
す
る
な
ど
，
活
発
に
行
動

す
.
話
や
映
像
な
ど
を
基
に
イ

ι
ー

や
感
じ
た
こ
と
を
基
に
.

し
ま
す
.
気
持
ち
の
揺
れ
が

メ
ー
ジ
を
ち
つ
こ
と
が
で
き
る

ろ
自

分
な

り
に

考
え

て
行

大
き
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
レ

よ
う
に
な
り
.
想
像
や
空
想
を

勤
し
ま
す
.

に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
.

楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
す
.

身
近
な
大
人
と
や
り
と
り

友
だ
ち
と
ち
や
り
と
り

相
手
C

合
わ
t主

た
や

り
と

り

具
体
的
な
経
験
の
中
で
.

日
常
生
活
に
関
す
る
言
葉
で

身
近
な
こ
と
ば
が
ー
遇
り
身
に

生
活

に
関

す
る

言
葉

を
理
解
で
き
る
も
の
が
泡
え
.

つ
き
ま
す
.
わ
か
ら
な
い
言
葉

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
.

自
分
が
経
験
し
た
こ
と
を
話

や
事
柄
に
つ
い
て
質
問
す
る
な

③
 

具
体

的
な

ち
の

や
状

況
さ
れ
る
と
，
具
体
物
が
な
く

ど
.
話
の
内
奮
を
進
ん
で
わ
か

l《とZ
 

ー
な

ど
の

手
が

か
り

ち
言

て
も
大
体
理
解
で
き
る
よ
う

ろ
う
と
し
ま
す
.
友
だ
ち
同
士

葉
を
身
に
つ
け
て
い
く

に
な
り
ま
す
.
表
現
意
欲
が

で
コ
ミ
ュ
=
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
ょ

過
程

で
大

切
に

な
り

ま
高
ま
り
.
大
人
と
だ
け
で
は

う
と
す
る
態
度
が
育
ち
.
伝
え

す
.

な
く
.
友
だ
ち
と
も
や
り
と

る
内
容
や
相
手
の
状
況
に
応
じ

り
す
る
こ
と
が
鎗
え
て
き
ま

て
.
表
現
を
考
え
て
伝
え
よ
う

す
.

と
し
ま
す
.

*
連
絡
・
参
観
な
ど
に
つ
い
て

-
毎
週
.
週
案
を
お
渡
し
し
ま
す
.
行
事
・
持
ち
物
な
ど
の
確
認
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
.

日
々
の
連
絡
は
.
廊
下
の
ボ
ー
ド
に
貼
り
出
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
.

・
個
別
指
導
は
原
則
と
し
て
参
観
を
お
願
い
し
ま
す
.

-
本
校
幼
稚
部
は
.
自
立
山
・
自
主
性
を
育
て
る
た
め
に
.
基
本
的
に
包
子
分
離
で
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
.
学
校
と
家
庭
が
連
携
を
取
り
合
っ
て
い
く
た
め
に
.
原
則
と
し
て
毎
週
水
曜
8.

〈
行
事
等
に
よ
り
変
更
あ
り
〉
を
参
観
日
に
し
て
い
ま
す
.
学
校
で
の
お
子
さ
ん
の
活
動
や
語

り
か
け
.
絵
本
読
み
な
ど
を
見
ら
れ
て
.
家
庭
で
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
.

・
ク
ラ
ス
懇
談
会
が
あ
り
ま
す
(
不
定
期
入
ク
ラ
ス
の
様
子
に
つ
い
て
の
話
や
.
行
事
に
つ
い

て
の
説
明
等
あ
り
ま
す
の
で
，
で
き
る
限
り
参
加
し
て
く
だ
さ
い
.

*
服
装

lこ
つ
い
て

・
活
動
し
や
す
く
清
潔
で
.
汗
を
吸
収
す
る
.
体
形
に
あ
っ
た
，
自
分
で
着
脱
し
や
す
い
衣
服
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
.

・
靴
は
，
運
動
し
や
す
く
.
自
分
で
履
き
替
え
ら
れ
る
ち
の
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
.

9
 

食
保
護
者
箆
え
室
lこ

つ
い
て

-
校
内
で
過
ご
さ
れ
る
揚
合
は
.
個
別
室
を
保
護
者
控
え
室
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
.

・
昼
食
等
の
ご
み
は
.
各
自
で
お
掩
ち
帰
り
く
だ
さ
い
.

・
防
犯
上
.
ご
家
族
以
外
の
方
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
.

-
個
別
学
習
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
.
室
内
は
常
に
整
理
し
.
環
演
を
整
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
.
利
用
さ
れ
る
方
で
話
し
合
っ
て
.
週
に
一
回
帰
隊
を
し
て
く
だ
さ
い
.

・
控
え
室
で
は
.
お
子
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
の
手
話
の
研
修
や
.
力

ー
ド
な
ど
の
教
材
づ
く
り
な
ど
，
時
間
を
有
劾
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
.

8
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(
1
)
き
こ
え
の
し
く
み

人
間
の
耳
は
.
鮮
民
.
旬
茸
.
~
践
と
い
う
3
つ
の
部
分
か
ら
で
き
て
お
り
，
臨
覚
は
.
大

き
く
芭
嘗
紫
と
懲
言
案
に
分
か
れ
て
い
ま
す
.

わ
た
し
た
ち
が
耳
と
い
コ
て
い
る
.
外
か
ら
み
え
て
い
る
部
分
を
良
J
i
!
と
い
い
ま
す
。
音
は

こ
の
島
J
i
!
か
ら
入
っ
て
き
て
.
耳
の
あ
な
(
鮮
民
鐘
)
を
遇
っ
て
討
換
を
煽
動
さ
ぜ
ま
す
.
音

と
い
う
の
は
.
実
は
空
気
の
鼠
動
な
の
で
す
.
こ
の
振
動
は
富
町
、
習
に
伝
わ
り
.
内
耳
へ
と
伝

わ
り
ま
す
.
内
耳
に
は
.
力
タ
ツ
ム
り
の
よ
う
な
形
を
し
た
鏑
苧
が
あ
り
.
こ
こ
で
音
の
信
号

は
電
気
信
号
へ
と
変
わ
り
.
路
神
経
に
伝
わ
り
ま
す
.
隠
神
経
か
ら
脳
に
信
号
が
届
く
と
音
が

き
こ
え
た
と
感
じ
る
の
で
す
.

3
 
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
理
解
す
る
た
め
に

(
2
)

お
家
で
の
す
ご
し
方
ア
ド
パ
イ
ス

~
こ
と
は
を
育
て
る
た
め
に
~

*
 

コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
っ
ぷ
り
し
ま
し
ょ
う
.

こ
と
ば
は
.
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
で
必
要
と
さ
れ
る

1
つ
の
手
段
で
す
.
そ
の
ほ
か

に
ち
.
視
線
.
身
猿
り
.
表
情
と
い
っ
た
手
段
が
あ
り
ま
す
が
.
こ
と
ば
を
育
て
る
だ
め
に

は
，
ま
す
.
い
ろ
ん
な
手
段
を
使
っ
て
た
っ
ぷ
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
.
伝
え
た
い
気
持
ち
と
.
伝
え
た
い
こ
と
を
籾
子
で
し
っ
か
り
と
理
解
し
.
共
有

し
ま
し
ょ
う
.

*
や
さ
し
い
表
情
や
ま
な
ざ
し
で
話
し
か
け
ま
し
ょ
う

忙
し
い
毎
日
の
中
.
つ
い
つ
い
眉
聞
に
し
わ
を
寄
せ
て
話
し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま
す

わ
t

一
昭
吸
置
い
て
.
や
さ
し
い
表
情
や
ま
な
ざ
し
で
か
か
わ
っ
て
あ
げ
ま
し
よ
う
.
そ
し

て
.
で
き
る
だ
け
音
と
音
声
と
動
作
を
合
わ
せ
た
.
子
ど
も
に
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
働
き

か
け
ま
し
ょ
う
.
同
じ
環
面
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
ば
を
繰
り
返
し
き
か
せ
る
よ
う
に
す
る
と
.

湯
面
と
こ
と
ば
が
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
.

(
2
)
聴
覚
障
害
の
種
類
と
き
こ
え
方

隠
覚
障
害
に
は

2
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
.
外
耳
か
ら
中
耳
ま
で
の
あ
い
だ
の
働
き
が
う
ま
く

い
か
な
い
聴
覚
障
害
を
「
伝
音
性
重
量
隠
」
と
い
い
.
内
耳
や
聴
神
経
の
は
た
ら
さ
が
う
ま
く
い
か

な
い
聴
覚
障
害
を
「
感
音
性
重
量
臆
」
と
い
い
ま
す
.
感
音
難
隠
に
伝
音
難
聴
が
重
な
り
.
難
隠
が

両
方
に
ま
た
が
っ
た
ち
の
を
「
混
合
性
鍵
鴎
」
と
い
い
ま
す
.

【
伝
音
性
難
隠
】

・
手
で
耳
を
ふ
さ
い
だ
よ
う
な
感
じ
で
.
補
聴
器
を
つ
け
る
と
比
較
的
良
く
さ
こ
え
ま
す
.

・
大
き
な
音
は
さ
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.
音
に
ゆ
が
み
は
あ
り
ま
せ
ん
.

*
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
み
ま
し
よ
う
.

こ
と
ば
の
力
を
高
め
る
た
め
に
は
.
本
好
き
な
こ
と
も
に
育
て
る
こ
と
が
大
変
有
苅
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
.
琶
段
か
ら
本
を
自
に
す
る
機
会
を
多
く
作
り
，
本
に
興
味
を
持
っ
た
ら
ー

絡
に
読
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
.
文
章
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
.
子
ど
ち
に
主
導

権
を
符
た
ぜ
.
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
答
え
て
あ
げ
ま
し
よ
う
.
お
気
に
入
り
の
本
が
で
き

た
ら
.
何
度
で
ち
繰
り
返
し
読
ん
で
あ
げ
ま
し
よ
う
.
本
を
通
じ
て
.
'''1
地
よ
い
体
験
を
た

く
さ
ん
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
よ
う
.

- g l  

【
感
音
性
難
隠
】

・
音
が
小
さ
い
だ
け
で
な
く
.
ゆ
が
ん
で
い
ま
す
.

・
高
い
音
が
き
こ
え
に
く
い
こ
と
が
多
い
で
す
.

・
音
が
急
に
大
き
く
き
こ
え
.
ガ
ン
ガ
ン
響
い
た
り
痛
み
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

*
一
日
一
回
補
隠
器
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
.

補
聴
器
か
ら
き
ち
ん
と
音
が
出
て
い
る
か
ど
う
か
の
点
検
は
.
!
O
す
毎
日
し
ま
し
ょ
う
.

【
点
績
の
方
法

直
援
聞
い
て
確
認
す
る
.

2
 
子
ど
も
を
膝
に
柔
せ
.
後
ろ
か
ら
時
び
か
げ
て
み
る
.

2
の
方
法
は
.
簡
単
な
聞
き
取
り
練
習
に
ち
な
り
ま
す
ね
。
聞
こ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度

を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
.
~
池
.
イ
ヤ
ー
モ
ー
ル
ド
の
点
検
ち
忘
れ
す
に
.

聴
覚
障
害
符
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
子
ど
ち
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
.
感
音
性
の
聴
覚
障
害

の
あ
る
子
ど
ち
た
ち
で
す
.

1
1
 

肯
コ
ツ
コ
ツ
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
.

育
児
は
長
い
マ
ラ
ソ
ン
で
す
.
こ
と
ば
を
育
て
る
の
ち
長
い
長
い
マ
ラ
ソ
ン
で
す
.
い
く

ら
良
い
こ
と
で
ち
.
疲
れ
て
し
ま
っ
て
続
か
な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
.
毎
日
少
し
ず

つ
.
あ
ぜ
ら
す
.
の
ん
び
り
，
コ
ツ
コ
ツ
が
基
本
で
す
.
ち
し
.
困
っ
た
り
迷
つ
だ
り
し
た

時
は
.
ど
う
ぞ
学
伎
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
.
ー
絡
に
考
え
て
い
き
ま
し
よ
う
.

1
0
 



お
す
す
め
の
本
・
ビ
デ
オ
&
便
利
グ
ッ
ズ
紹
介

O
 
金
山
千
代
子
・
今
井
秀
旋

共
著

き
こ
え
の
世
界
へ
ー
隠
覚
に
障
害
を
も
っ
子
ど
も
の
早
期

教
育

ー
ぶ

ど
う

社
1
8
3
5
円

(
3
)
音
の
強
さ
と
高
さ

*
音
の
強
さ

琶
の
強
さ
は

d
B

(
デ
シ
ベ

JL
み
と
い
う
単
位
を
使
っ
て
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
.
こ
の

恕
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
強
い
音
〈
大
き
な
音
〉
に
な
り
.
き
こ
え
に
く
さ
の
程
度
は
こ
の

単
位
を
使
っ
て
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
.

4 . 弐

1
2
0
0
円

O
 
楽
し
い
手
話

親
子
で
会
話
ー
さ
こ
え
な
い
子
を
も
っ
家
族
の
た
め
に
ー

本
の
み

1
5
0
0
円

本
・
ビ
デ
オ

C
D
V
D
)

セ
ッ
ト

4
0∞

円

O
 
東
京
都
立
足
立
ろ
う
学
絞
紛
稚
昔
日

幼
児
手
話
辞
典

*
音
の
高
さ

音
の
~
さ
は
周
波
獄
で
表
し
.

H
z

 (
ヘ
ル
ツ
〉
と
い
う
単
位
を
使
っ
て
表
す
こ
と
が
で

き
ま
す
.
周
波
叡
の
獄
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
高
い
音
を
表
し
ま
す
.

隠
覚
に
障
害
が
あ
る
人
は
.
音
の
高
さ
に
よ
っ
て
き
こ
え
に
く
さ
の
程
度
が
異
な
る
人
も

い
ま
す
。
聞
こ
え
る
デ
シ
ベ
ル
は
同
じ
で
も
，
き
こ
え
方
に
は
差
が
あ
り
ま
す
.

沼 叫 川 ・ ヱ 一 吟

1
0
0
0
円

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
指
文
字
表

O
 

(
4
)

補
隠
器
.
人
工
内
耳
の
仕
組
み
と
取
り
鍛
い

首 m m - O M材 」 担 沼 ・ 裳 田

隠
覚
に
障
害
の
あ
る
子
ど
ち
に
と
っ
て
.
補
聴
器
や
人
工
内
耳
は
と
て
も
大
切
な
ち
の
で
す
.

補
聴
器
や
人
工
内
耳
を
使
う
こ
と
で
，
今
ま
で
き
こ
え
な
か
っ
た
音
や
声
が
き
こ
え
ま
す
.

*
補
隠
密
は
音
を
大
き
く
レ
て
く
れ
る
ち
の
で
す
.

補
臓
器
に
は
耳
鉛
け
型
.
耳
穴
型
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
が
，
基
本
的
な
機
能

と
し
て
は
同
じ
で
.
マ
イ
ク
で
治
っ
た
音
を
大
き
く

1曽
幅
す
る
ち
の
で
す
。

感
音
性
難
隠
の
甥
合
は
.
音
に
ゆ
が
み
が
あ
る
た
め
.
補
隠
器
を
装
用
し
で
も
周
り
の
子

ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
は
き
こ
え
ま
ぜ
ん
.

ま
た
.
全
部
の
音
が
大
き
く
な
る
た
め
，
雑
音
ち
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
.
技

術
が
進
歩
し
.
雑
音
を
小
さ
く
す
る
機
能
が
つ
い
た
補
隠
器
ち
増
え
て
き
ま
し
た
.

- Eー

加 ç~
ト

*
人
工
内
耳
は
内
耳
の
か
わ
り
を
す
る
も
の
で
す
.

人
工
内
耳
は
.
音
を
感
じ
る
内
耳
の
働
き
を
し
て
く
れ
る
機
器
で
す
.
手
術
に
よ
っ
て
内

耳
に
埋
め
込
ん
だ
電
極
に
，
体
外
に
装
蓄
し
て
い
る
ス
ピ
ー
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
か
ら
信
号
を

お
く
り
ま
す
.

人
の
耳
と
悶
じ
よ
う
に
は
き
こ
え
ま
せ
ん
が
.
き
こ
え
な
か
っ
た
小
さ
な
音
や
声
を
き
く

こ
と
が
で
き
.
繰
り
返
し
き
く
こ
と
に
よ
り
.
こ
と
ば
の
さ
さ
わ
け
や
さ
き
と
り
カ
可
能
と

な
り
ま
す
.

1
3
 

補
隠
器
ち
.
人
工
内
耳
ち
水
分
は
大
畝
で
す
.
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
.
~
干
を
か
い
た

ら
ふ
き
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

1
2
 




